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中高生ならではの斬新な政策を届けよう
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政策提案型
とは？

パブリック・
ディベート
とは？

一般市民にも聴き取りやすく、理解が容易なスピーチを展開する手法です。
専門的な文献を引用する能力や、より巧みに話す技術は重視されません。
ディベートの知識や経験は浅くとも、社会の問題を解決するため学生の立場から
考え提案し、互いの政策の質を高め合うように議論を深めるものです。

社会を形成する一人として、理想的な社会像を描くとともに、現状を考慮して、
国や自治体が採用すべき新しい公共の政策を討論するものです。

たとえば、水素社会や持続可能な社会を実現する画期的な仕組みがあれば
それは一つの「政策アイデア」です。
そのアイデアを核に、思いついた背景、現状分析、政策から生み出される効果、
安全性、国民負担の軽減などを検討し、提案としてまとめてください。

この全国大会は、中高生が日本の未来を真剣に考え、政策を提案・参画する、
地域を超えた交流イベントです。

政策提案型パブリック・ディベート全国大会



令和５年度 政策提案型パブリック・ディベート全国大会
参加校募集について

経済産業省資源エネルギー庁は、全国の中学生及び高校生を対象に、政策提案型パブリック・ディベート全国大会（以下「全
国大会」という。）を開催します。
授業等を通じて得た知識や思考・体験を整理し、国が採用すべき新しいエネルギー政策を提案してください。中学生の部、高
校生の部において、書類審査を通過した16の出場チームによる試合をオンラインで開催します。２チーム同士でディベートを行
い互いの提案の質を高め合うよう議論を深め、優勝を目指します。

募集要項
応募方法
テーマ：エネルギー政策～エネルギー安定供給と脱炭素社会の実現の両立～
対　象：全国の中学生及び高校生
応募締切：令和５年10月10日（火）
応募方法：全国大会ページで配布する参加申込書と政策提案届出書をメールに添付して全国大会事務局へ送付
出場チーム決定：書類審査のうえ令和５年１１月６日（月）に発表予定

応募のきまり
生徒２～12名を１チームとして引率者１名のもと応募してください。

全国大会（試合）
開催期間：令和６年１月６日（土）～８日（月・祝）
開催会場：オンライン開催（Cisco Webex Meetings）
大会本部：主催者が都内の会議室に設置

審査
書類審査：応募いただいた政策提案は、経済産業省職員が中心に審査します。
試合：「政策提案型パブリック・ディベート全国大会試合ルール（以下「ルール」という。）」に基づき審査します。
※ルールは全国大会ページで公開しています。

賞（中学生の部、高校生の部）
優勝（各１チーム）、準優勝（各１チーム）、敢闘賞（各4チーム）

全国大会の概要
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参加応募先
エネルギー教育推進事業 全国大会事務局

zenkoku@energy-kyoiku.meti.go.jp

全国大会ページ
https://energy-kyoiku.meti.go.jp/zenkoku/

主　催：経済産業省資源エネルギー庁
後援申請（予定）：文部科学省、全国都道府県教育委員会連合会、全国市町村教育委員会、全日本中学校長会、全国高等学校長協会



令和５年度全国大会のテーマ
「エネルギー政策～エネルギー安定供給と脱炭素社会の実現の両立～」

▼
参加応募：10月10日（火）まで

全国大会ページで、参加申込書及び政策提案届出書様式を配布しています。ダウンロードしてご利用ください。
メールに添付して全国大会事務局へ応募してください。

応募・お問い合わせ先　エネルギー教育推進事業 全国大会事務局　zenkoku@energy-kyoiku.meti.go.jp

詳しくは　全国大会ページ　https://energy-kyoiku.meti.go.jp/zenkoku

▼
書類審査：１０月11日（水）～１０月３１日（火）

書類審査ポイントに基づき、審査を行います。

▼
出場チーム決定：１１月６日（月）（予定）

書類審査結果をメールで通知します。出場チームには審判の着眼点などを説明する勉強会、組み合わせ抽選会を
オンラインでご案内します。併せて接続のサポートを個別に実施します。

▼
全国大会（試合）開催：１月６日（土）～８日（月・祝）

1月6日（土）は中学生の部予選グループリーグ、7日（日）は高校生の部予選グループリーグ、
8日（月・祝）は、中学生・高校生の部の準決勝及び決勝です。

予選グループリーグでは、得点を集計し、1位通過のチームが準決勝に進みます。
試合の様子はアドレスを提供した学校関係者及び保護者の皆様に観戦いただけます。

参加応募から全国大会までの流れ
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書類審査ポイント
① 着眼点（課題の分析等）：
 　社会の課題を解決するための従来にない着眼点や斬新な切り口があるか。
 　また、課題の現状分析や提案理由が根拠に基づき考えられているか。
② 実現可能性：
 　政策を支える大事な理念や価値観を明確に示しているか。
 　政策を広く波及するための実現可能な実施方法が考えられているか。
 　また、その政策を実行した際に、経済活動や国民の生活に対し負荷がかかる可能性の
 　ある部分まで考慮されているか。
③ 政策効果：
 　提案された政策の実行により、どの程度の効果が見込まれるのかを考察されているか。

東北

関東

中部

近畿

中国

四国
九州
沖縄

北海道
全国8地区で

各1チーム以上出場

決勝
準決勝 準決勝

中学生の部

グループA
4チーム
(リーグ戦）

グループB
4チーム
(リーグ戦）

グループC
4チーム
(リーグ戦）

グループD
4チーム
(リーグ戦）

決勝
準決勝 準決勝

高校生の部

グループA
4チーム
(リーグ戦）

グループB
4チーム
(リーグ戦）

グループC
4チーム
(リーグ戦）

グループD
4チーム
(リーグ戦）

グループリーグ戦は、1チームあたり1日に3試合行います。

全国大会の試合には、中学生の部、高校生の部それぞれ全国８地区から各１チーム以上、合計16チームが必ず出場します。



試合の流れ
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PC

ステージ

PC

PC

PC PC

PC

学校名審判 残り時間

審判 審判 学校名

03：12

相手の主張の要点を引用しながら、かみ合ったやり取りをしましょう

相手チームの指摘をうけて
より優れた提案になるよう

みんなで議論してまとめましょう

ステージ１　先攻チームの政策提案　4分間

ステージ３　後攻チームの政策提案　4分間
先攻チームの準備時間　2分間
ステージ４　後攻チームの政策に対する質疑・意見交換　５分間

ステージ２　先攻チームの政策に対する質疑・意見交換　５分間

ステージ５　後攻チームの再提案　4分間
ステージ６　先攻チームの再提案　4分間

後攻チームの準備時間　2分間

再提案の準備時間　５分間

原稿を準備してのぞみましょう。
4分間のスピーチは1,200字程度です。

図を用意して
掲示できます。

ステージには
1～２名が
登壇します。

控えの選手は
選手席に

（選手の交代や、このステージを担当しない選手も参加しての話合いができます。）

PC画面にはこのように映ります

相手チームの意見をよく聞いてください。

10分前からログインできます。
着席して開始を待ってください。

審判が進行をアナウンスします。

政策名は
○○○...

先攻チーム 後攻チーム

先攻チーム 後攻チーム

先攻チーム 後攻チーム

□□□について
説明してください

その政策の○○の
部分をこうしたら...

○○を検討すると...

□□□とは...

先攻と後攻が入れ替わって
ステージ1～2と同じ手順で
ディベートします。

詳しくは、全国大会ページで配布している
全国大会ルールをご覧ください。

聞き取りやすい
スピーチで
評価点アップ！

詰め込みすぎず
わかりやすく伝えて
評価点アップ！



参加応募方法
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SDGsエネルギー学習推進ベースキャンプ
https://energy-kyoiku.meti.go.jp

必要書類はこちらから

中学生向け　副教材　無料配布中

政策提案型パブリック・ディベート全国大会ページ
https://energy-kyoiku.meti.go.jp/zenkoku/

「参加申込書と政策提案届出書」のほか、4つのドキュメントをダウンロードしてご覧ください。

テーマ「エネルギー政策～エネルギー安定供給
と脱炭素社会の実現の両立～」の概略はこちら

全国大会ページでは、エネルギー政策立案に役立つ関連リンクを紹介しています。

全国大会ルール 全国大会ガイドライン 全国大会ワークシート 全国大会FAQ

決勝試合の進め方、審判
基準、反則行為などを説
明しています。

全国大会の目的、パブ
リック・ディベートの意義
などを説明しています。

試合に臨む前に、政策提
案の表現、要点のまとめ
に役立つツールです。

よくある質問集です。ご不
明点は全国大会事務局に
お問い合わせください。

Q A

「経済産業省資源エネルギー庁 SDGsエネルギー学習推進ベースキャンプ」では、学習指導要領に基づいた副教材及び授業展開例を配布しています。
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エネルギーと科学理　　科

　　　　地球温暖化への
　　　　新しい取り組み
　温室効果ガスの排出量と吸収量の釣
り合いをとり、実質ゼロにする考え方
をカーボンニュートラルという。
　そして、温室効果ガスの削減に努め
るとともに、削減しきれない部分につ
いては別の場所で埋め合わせようとい
うのが、「カーボン・オフセット」と
いう考え方だ。例えば、企業であれば
温室効果ガス削減プロジェクトに投資
したり、個人であればカーボン・オフ
セットの表示がある製品を購入したり
する方法がある。

トピックス

太陽からの熱
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熱
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収

熱
を
吸
収

　200年ほど前にくらべ、経済や産業は飛躍的に
発展した。これに伴い、工場等の排気ガスとして、
二酸化炭素やメタンガス、一酸化二窒素、フロン
ガスなどが大量に放出されるようになった。さら
に、化石燃料の使用や森林伐採も、二酸化炭素の
増加を促している。

◆太陽の熱が地球にとどまる

●地球温暖化のしくみ

　これらは「温室効果ガス」といわれている。大
気中の温室効果ガスの濃度が高まると、それがビ
ニールハウスのような役割をして、本来宇宙に逃
げるはずの太陽や地表の熱をより多く地球にとど
めてしまう。この結果、地球の表面温度が上がり、
地球温暖化（気候変動）を引き起こす。

200年前 現在

年賀はがきを、５円の寄付金を上乗せ
して購入し、森林を育てることに役立
ててもらう。

カーボンニュートラル カーボン・オフセットの例

太陽光は土（地面）など
を温めるが、そこでたく
わえられた熱（赤外線）
の多くは大気中を介して
宇宙に逃げていく。

温室効果ガスの排出量と、森林などに
よる温室効果ガスの吸収量が同じなら、
大気中の温室効果ガスは増えない。

太陽光はハウスの中の土（地
面）などを温める。たくわえ
られた熱（赤外線）は、大気
中の温室効果ガスが吸収する
ため宇宙に逃げにくい。

畑のイメージ ビニールハウスのイメージ

+5円

●さまざまなエネルギーとその変換
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火薬の爆発

火力・
原子力発電
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光
合
成

◎運動エネルギー
ほかのものを動かした
り、変形させたりするこ
とができる

◎位置エネルギー
重力によって落下し、ほ
かのものを動かすことが
できる

◎力学的エネルギー
運動エネルギーと位置エ
ネルギーを合わせて力学
的エネルギーという

◎化学エネルギー
化学反応によって熱や光、
電気など、ほかのエネル
ギーに変わることができる

電気ストーブ・

◎電気エネルギー
モーターを回したり、電
球を光らせたりすること
ができる

◎光エネルギー
まわりを明るくすること
ができる

◎熱エネルギー
ものの温度を上げること
ができる

◎核エネルギー
原子核が分裂、または融
合するときに放出される
エネルギーのことをいう

燃
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・
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発
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機
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発
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●自動車のエネルギー変換と
　保存

◎推進：
　運動エネルギー

◎回転：
　運動エネルギー

◎回転：
　運動エネルギー

◎摩擦：
　熱エネルギー

◎排気：
　熱エネルギー

◎燃料：
　化学エネルギー

◎燃焼：
　熱エネルギー

　エネルギーとは、「仕事をすることができる能力」
のことである。ものを動かしたり、ものを温めた
り、まわりを明るくしたりできるのは、エネルギー
が変換されるからである。

　エネルギーは、熱エネルギー、運動エネルギー
や位置エネルギー、光エネルギー、電気エネルギー
などのさまざまな姿で、わたしたちの身のまわり
に存在している。

◆エネルギーとは

（ 3 ）エネルギーの変換

　エネルギーはほかのエネルギーに変えることができる
（エネルギーの変換）。例えば自動車は、ガソリンなどの
「化学エネルギー」が燃焼によってエンジンで「熱エネ
ルギー」などに変わり、そのエネルギーがピストンを動

かして「運動エネルギー」に変わることで、走ることが
できる。
　このように、わたしたちはいろいろなエネルギーを目
的に合った形に変えることで、くらしに役立てている。

『エネルギーの変換』
NHK for School

動画へ GO!

『力学的エネルギー』
NHK for School

動画へ GO!

●自動車のエネルギー変換と

『運動エネルギーと
位置エネルギー』
NHK for School

動画へ GO!

（ 2 ）地球温暖化のしくみ
◎理　　科：
 ・ 気象とその変化（自然の恵みと気象災害）
 ・ 科学技術と人間（エネルギーと物質、自然環境の保全と科
学技術の利用）

 ・ 自然と人間（生物と環境、自然環境の保全と科学技術の利用）

◎その他の教科：
 ・公　　民… 私たちと国際社会の諸課題（地球環境、資源・エネ

ルギー、持続可能な社会）
 ・地　　理…世界の諸地域
 ・歴　　史… 現代の日本と世界（日本の経済発展、グロー

バル化する世界）
 ・技　　術…生物育成の技術

例えば
こんな形で
埋め合わせ

努力して削減する分

削減しきれない分

温室効果ガス
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エネルギーと技術
技術・家庭科
技術分野

◆電気を安定供給するためのしくみ

○地域間連系線の強化 ･･･････････････････････････････････P.52
○電気の安定供給と再生可能エネルギー ･････････････P.53

◎技術分野：
 ・エネルギー変換の技術

◎その他の教科：
 ・理　　科…電流とその利用（電流、電流と磁界）

家庭に送られる電気はなぜ交流なのか調べて
みよう。また、家庭で使っている電気製品は、
直流か交流か調べてみよう。

関連する
ページ

調べて
みよう

●送電の流れと給電指令系統　発電所から送電線、変電所、配電線などのすべ
ての電力設備のシステムを「電力系統」という。
電力系統は周波数・電圧をつねに一定に保ち、品
質を維持しながら利用される場所まで送られる。

　系統給電所はつねに変電所や送電
線など電力系統の状態を監視し、適
切な電力潮流・圧力を維持するよう
変電所など電気の流れる道すじを監
視し、安定かつ効率的に運用するよ
うに制御している。自然災害などで
送電線に問題が発生した場合は、停
電エリアが拡大しないよう、問題の
ある場所を迂回する送電ルートを即
座に作る「電力系統安定化システム」
が導入されている。

系統給電所　写真提供：関西電力株式会社

●系統給電所・地方給電所の
　役割

●電流の種類と周波数

直流

交流（50Hz）

交流（60Hz）

※送電線は3本一組で電気を送っている。それぞれの電線には波のタイミングが
　異なる電気が流れている。
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プラスとマイナスが
1秒間に50回入れ替わる

プラスとマイナスが
1秒間に60回入れ替わる

中規模工場中規模ビル 学校
鉄道変電所 大規模工場大規模ビル

火力発電所

原子力発電所

水力発電所

50万～
27万5千V

50万～
27万5千V

50万～
27万5千V

15万4千V 15万4千V～6万6千V

6万6千V

2万2千V

2万2千V 6600V

6600V

柱上変圧器

100V／200V

超高圧変電所 一次変電所 二次変電所 配電用変電所

住宅

小規模工場

商店住宅用太陽光発電
地熱発電風力発電

太陽光発電
（メガソーラー）

　電気使用量と発電量が常に一定
のバランスを保つため、電力需要
の予測や発電所ごとの発電量の計
画と指令などをおこなう。中央指
令所で発電所の出力を遠隔自動制
御するシステムも導入されている。
　近年は天候に発電量が左右され
る再生可能エネルギーによる発電
量の予測や出力変動への対応が課題となっている。

（出所）中国電力株式会社資料を基に作成

再エネ出力
予測値

翌日の需給計画の作成

その他の電源

再生可能
エネルギー

ベース電源

再エネ出力
予測ソフト

気象予測情報と
再エネ出力実績
を収集・蓄積し、
これらの実績を
基に翌日の出力
を予想

想定需要

再生可能エネルギーの出力を予測して需給計画を作成するしくみ

気象予測
情報

再エネの
出力実績

●中央給電指令所の役割

中央給電指令所
写真提供：関西電力株式会社

（ 3 ）電気の安定供給 『東京電力パワーグリッドの
使命・仕事』
東京電力パワーグリッド

動画へ GO!

◎わたしたちにできること
　エアコン、冷蔵庫、照明は家庭での電力消費量の5割
以上を占めている。電力消費量の大きい家電の節電が効
果的だ。

　猛暑や厳寒が続きエアコンなどの電力を使いすぎて、
需要量が供給量の上限に迫ってしまう状態を「電力ひっ
迫」という。需要量と発電量のバランスがくずれると電
流の周波数が乱れ、大規模停電などを引き起こしてしま
う（53ページ参照）。そのようなリスクを避け、安定し
た電力供給ができるようにするために、政府や電力事業
者は国民に節電を呼びかけて対策をしている。
　ひっ迫の主な要因は急な気候変動であるが、災害によ
る発電所の停止や、ロシアのウクライナ侵攻の影響でエ
ネルギー調達がむずかしくなったことも挙げられる。
　注意報は、予備率（電力供給の余力）が５％を下回
ると予想されるときに、前日の16時をめどに発令され、
予備率に応じて、３段階で呼びかけがおこなわれる。電
力の供給対策が講じられる一方で、わたしたちも省エネ・
節電の取り組みを積極的に進めていく必要がある。

●電力需給のひっ迫注意報

　電流には、同じ方向に同じ大きさで一直線に流れる
直流と、電流の流れる方向が変わる交流の2種類がある。
発電所で作られた電気は交流で送られてくる。東日本は
50Hz、西日本は60Hzの周波数の交流を使っている。

電力消費量 節電のヒント

エアコン 約33%

・ 夏は冷やしすぎず、冬は温めすぎない温
度設定に
・ 必要なときだけつける
・ フィルターをこまめに清掃

冷蔵庫 約16%
・ 物を詰め込みすぎない
・ 無駄な開閉をしない
・ ドアを開ける時間を短くする

照明 約9%
・ 白熱電球から電球型蛍光ランプや電球型

LEDランプに取り替える
・ 使わないときは消す

（出所）平成30年度電力需給対策広報事業の結果を基に作成

中学生・
高校生同

時開催政策提案
型

政策提案
型

パブリッ
ク・ディ

ベート

パブリッ
ク・ディ

ベート

全国大会全国大会

全国大会ルール
（PDF）

全国大会ガイドライン
（PDF）

全国大会ワークシート
（WORD）

全国大会FAQ
（PDF)

経済産業省資源エネルギー庁は、全国の中学生・高校生を対象に、政策提案型パブリック・ディベート全国大会
（以下「全国大会」という。）を、令和６年1月６日（土）～８日（月・祝）にオンラインで開催します。
このたび、第１回大会の参加校を募集しますので、ご案内申し上げます。皆様のご参加をお待ちしています！

Q A

ダウンロードしてご利用ください。

政策提案型パブリック・ディベート全国大会 募集要項（PDF）

参加申込書と政策提案届出書（Word）

テーマ「エネルギー政策」とは（PDF）

一括ダウンロード（zip）

教材配布

お知らせ

政策提案型パブリック・ディベート
全国大会-中学生・高校生同時開催



参加申込書と政策提案届出書の書き方

6 令和５年度 政策提案型パブリック・ディベート全国大会

 1 / 3 
 

!"#$%&'()*+,-./0123456789: ;<=>?:
!"#$: @: A: BCD:

:
&'()*+,-./0123456789EFGHIJ0KLHIJMN;<O=>PQRS:
:
BTGLUV:
WXEYZWM:

[\]^: : _`ab4&'FGLcKdGL:

efgEhijikllmiM:
nopq8r msmsi:

tuvw:
xykyzCykC{CB:

|}~:
xy�yzCy�C{Cx:

:
ÄT;<ÅÇEÄÉBÄWÑÖÜáàâäãåM:
: çW: G$: : çW: G$:
i: éé: éé: i: C: : :
m: éé: éé: i: {: : :
è: éé: éé: i: ê: : :
z: éé: éé: m: il: : :
#: éé: éé: m: ii: : :
ë: : : im: : :
íìîIïñóòôöõÅÇúùòáÑÅÇûNüûR†°¢£Ñ§QRS:
:
yT•¶ßE®©™´¨E≠ÆtudMõtîØ4aö∞±≤≥¥âäãåM:
çW:
éé: éé:

µ∂∑∏:
π∫:

®©™´¨tuvw:
l@l�ªºj@�mºim:

tîØ4a:
Ωæø¿¡¿¬√ƒm≈¡∆ƒ}ø«»}≈»…ƒ::

:
zT ÀÃÕ:
: ŒœN≤–—O“”åáQRS–—å‘ä’†÷◊öõÿ–—áQŸ⁄€O‹áàâäãåS:
›fiflÕ‡ÿ·89N‚’†„‰UV¢ÂÊÁIËÈå€N–—áQRSc–—áQŸ⁄S:
:
?ÍÎÏOÌÓáÔ◊NÜ÷£Òá‘÷◊õ°I?ÍöõÜ÷ÖÜ?0ÅÇÖÜ?¢áàÚÛ
ãÙQRSıˆ£˜†÷◊öõÔ◊¯˘˙QÑN˚(ÜáàâäãåS:

:
: :

 2 / 3 
 

&'()ÖÜ?:
¸! ;<=>?N˝Ÿà(ÜáàâäãåS:
˛! ·ˇöõ89!"QÑõÃ˙N;<R†#$4%N(&0'(ö)áQŸ⁄S:
*! Ô◊NÜ÷£Òá‘÷◊õ∂DQÑN()‡+O,-õ,.R†°¢ö/0QŸ⁄S8§â
ıˆ£˜†÷◊öõÔ◊¯˘˙QÑN˚(ÜáàâäãåS:

1! ·ˇöõ89!"2N8934I¢5Q¢678&9:I;<dÑ=>ãŸàå‘äâ°¢£
˜5QRS:
:

!"#$%6789I?4@E&'OA6†BåM:
ÿ_`ab4&'É_`ab4CÒDE¢FGHI9IJKIL^É€:

:
GLWM[\]^_`ab4&'KdGL:
$4%WM_`L12345J:
()R†&'WM˚_`ON>á‘O@45P-.QIRS:
TU‡I()öÎÏN=>áQRS◊V WllXY%N‚ã6àâäãåS:
KZ[\: E&'OA6†BåOÚ’àË5q0†I9]B^IKZO[\R†°¢M:

˚H_`_`ab4ON>á‘O@45P-.QIRSöõabI?/cde4
ON>áõgfN˜†g4h4õijõklm@OòôI˚H_`_`ab4O
n¶]opqr_`Ns>R†°¢O_`NR†tdeu/5ÑRSKfõvw
#gÑxâItdeu/5£y6zÙà‚5õD·{|}]NN>áàåQRS:

~e�Ä: E()R†&'OÅÇ†ÛÉ7ÑÖÜEÛá]òI9ÊMOà Nâä†°¢M:
°I&'öõD·IFGHãOJKR†‘6I&'OÅÇ†ÛÉ7ÑÖÜOqå
àåQRSQ‘õqr_`ò_`ab4s>OçyáõéGHI9OJKR†°
¢Oè]¢áàåQRSãzNõéÑêÑC6opCÒá‘tjDEOJKáõ
ëíìîõI9]òlÄ/a4e�ÄõgfïñIóòòôõxâIsôO{‘
zR°¢OèöáàåQRS:

&'I‡+: E7£õ>Rä§ú'I‘6I&'I‡+¢ÛùOûü]Nâä†°¢M:
Bpö˚H_`_`ab4ON>á‘tjODER†‘6IlÄ†h°¢O8£
°¢ÑRSÄpèöõbáå?/cde4I¯§OÅ•R†°¢ÑRSypè
öõ˚H_`_`ab4ON>á‘tjI<¶éßO8£°¢ÑRSzpèöõ
FGHãOJKR†‘6I®©™"O8£°¢ÑRS#pèöõ˚H_`_`a
b4ON>á‘tjOC6opCÒ]NDER†‘6I´'O8£°¢ÑRS:

&'In4: E&'OJKR†‘6IV¨¢HQÙ†n4Oâä†°¢M:
&'OJKR†°¢ÑõFGHãOJKáõ≠≠5ÄIÆØn4∞OIéßOJ
KáQRSQ‘õbáå?/cde4ON>á‘tjO(DÑ§†IÑõbáå
~e`O$±ÄO{HQÙQRS®©™"N≤5õ≥;Oçyáõëíìîõg
fïñIóòòôI≠≠¥Iïñn4O{‘zR°¢£Ñ§QRS:

:
:

参加申込書と政策提案届出書の両方をメールに添付して事務局へ送付してください。

引率者が保護者または学校OBの場合は
指導した教師氏名と引率者の氏名の両方
を届出してください。

参加選手は試合出場直前まで変更が
できますが、変更する場合は
全国大会事務局に一報ください。

政策提案届出書は書類審査に使用します。
提案内容は試合出場直前まで改良することが
できます。
試合で実際に使用する原稿は事前に全国大会
事務局に提出をお願いします。

ご応募いただいた政策提案届出書の書類審査は、経済産業省及び全国
各所の経済産業局職員が行います。試合には審判員としても参加します。
また、「敢闘賞」として、従来と異なる斬新な着眼点がある秀逸な政策を
表彰します。
なお、優勝・準優勝チームはこの賞の選考対象には含まれません。



　本大会の参加申込書等を通じて取得した個人情報（氏名、学校名、学年、担当教科、引率者の連絡先）及び肖
像権の取扱いに関しては、以下のとおりに対処させていただきますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

１．参加申込書に記載された個人情報の取り扱い
（１）大会運営に必要な各学校との連絡や、表彰状を作成する際に利用します。
（２）大会プログラム冊子に掲載されます。
（３）大会内での告知・アナウンス等により紹介されることがあります。
（４）大会関連のWebサイト（ホームページ・印刷物等）に掲載されることがあります。
２．競技結果（記録）等の取り扱い
（１）主催者が設置する大会本部を通じて公開されます。
（２）報道機関等で、新聞・雑誌又は関連Webサイト等で公開されることがあります。
３．競技風景の撮影・録画等の取り扱い
（１）報道機関等の各団体を通じて、競技風景の映像や写真が、中継・録画放映・インターネット配信、その他の

媒体等で紹介されることがあります。
（２）主催者が大会終了後に映像資料として編集し、DVDなどで関係者に配布することやWebサイト（ホーム

ページ等）に掲載することがあります。
（３）主催者が認めた大会参加選手の関係者やオンライン会場の来場者が、競技の模様を撮影することがありま

す。
４．事務局としての対応
（１）本人の承諾なく上記利用目的以外に、取得した個人情報を使用することはありません。
（２）参加申込書の提出により、上記取り扱いに関するご承諾をいただいたものとして対応させていただきます。

もし、個人の映像および画像の利用をご承諾いただけない場合は、事務局までご連絡ください。
（３）個人情報、肖像の掲載または公開に関するご質問は、事務局までご連絡ください。

個人情報と肖像権の取扱い

お問い合わせ先　エネルギー教育推進事業 全国大会事務局

zenkoku@energy-kyoiku.meti.go.jp
電話：03-3473-7871（土・日・祝日を除く）10：00～17：00

政策提案型パブリック・ディベート全国大会ページ

経済産業省資源エネルギー庁
〒100-8931　東京都千代田区霞が関 1-3-1

発行：2023年7月　

https://energy-kyoiku.meti.go.jp/zenkoku/
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